
１．特徴と症状
白癬菌（はくせんきん）というカビの一種が足の皮膚に感染・寄生すると足白癬にかかってしまい

ます。
足白癬を治療せずそのままにしておくと、爪に感染して爪白癬になります。
最初は爪が白く変色するだけですが（図１）、ひどくなると爪が厚くなり、大きく変形します

（図２）。
皮膚の白癬は薬を塗るだけで比較的簡単に治りますが、爪に感染すると、薬液が爪の中に行きわた

らないので、なかなか治らなくなります。
また爪白癬があると、同じ足の皮膚白癬を治療しても、すぐに再発してしまいます。

２．診断
おおよそ見た目で判りますが、正確に診断するため爪の一部を採取して顕微鏡で菌を確認します。

３．治療
塗り薬（軟膏や液体）では爪の奥に浸透しないので、飲み薬が中心になります。
爪が生え変わるには６カ月～１年かかりますので、飲み薬を最低６カ月間飲むことになります。
飲み薬をやや多めに１週間飲んで３週間休み、これを３回繰り返すパルス療法もあります。
この飲み薬は副作用もありますので、血液検査を行いながら使用します。
最近、早期の爪白癬に効果のある液体の薬が発売されました。
１年間塗り続ける必要がありますが、副作用が少ないので安心です。

４．予防
白癬菌は皮膚についても早めに洗い流せばすぐに落ちてしまうので、十分予防できます。
① 毎日寝る前には足をきれいに洗う。
② バスマットは毎日取り換える。
③ スリッパは使用しない。使用する場合は靴下をはく。
④ 床を毎日掃除する。
⑤ 靴の中を清潔に保つ。　　　　　　　  などがあります。

白癬菌の治療薬は町立病院でも処方できますので、医師に
ご相談ください。

爪白癬（爪水虫）
～今年こそ完全に水虫を治す！～

爪白癬（爪水虫）
～今年こそ完全に水虫を治す！～
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江栗城跡　Ⅲ郭堀切周辺図

第1表　堀切南西側区画計測値
第2表　堀切北西側区画計測値

堀切北東側遺構図
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